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発表の流れ

Ⅰ 鳥獣被害と対策

Ⅱ IOT技術と問題

Ⅲ AIによる画像解析の活用
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Ⅰ 鳥獣被害と対策



Ⅱ IOT技術と問題

イノシシ・シカを捕獲する方法（銃を除く）

「千葉県イノシシ・ニホンジカわな捕獲マニュアル」より



狩猟免許所持者の年齢構成

Ⅱ IOT技術と問題



１．捕獲連絡システム

捕獲後に捕獲
従事者へメール
などで連絡する。

Ⅱ IOT技術と問題

「野生鳥獣被害防止マニュアル」より



２．スマート捕獲システム

クラウド

Ⅱ IOT技術と問題



シカやイノシシは夜行性ではないが、人間を
恐れて夕刻から早朝にかけて活動する。この
ため、シカやイノシシが罠に近づけば、夕食や
晩酌、就寝を中止してスマートフォンを操作し
なければならない。また、操作時間もタイミン
グを図って捕獲すると数十分におよぶ。このよ
うに、スマート捕獲を利用すれば捕獲数は増
やせるが、夕方以降も捕獲作業を続ける必要
がある。

Ⅱ IOT技術と問題



Ⅲ AIによる画像解析の活用

従来のスマート捕獲

開発するAI捕獲システム

AI

人による害獣の
判断・操作

クラウド

クラウド

遠隔操作対応の檻

多量の害獣画像で
トレーニングしたAI

AIによる害獣の
判断・操作



カメラ

センサー サーボモーター

ラズベリーパイ（超小型コンピュータ）

Ⅲ AIによる画像解析の活用

ＡＩ

AI捕獲システム（操作部分）

罠の操作動物の感知

画像の取得 動物の認識・操作
タイミングの判定



１．人身事故の防止（人間がいたら作動しな
い。）

２．錯誤捕獲の防止（許可された動物以外で
作動しない。）

３．捕獲数の向上（可能なかぎり多くの加害
獣を捕獲する。）

４．親の捕獲（イノシシは親子で群れを作る
ので、親を優先的に捕獲する。）

Ⅲ AIによる画像解析の活用

AIプログラムの目標



Ⅲ AIによる画像解析の活用

プログラムの構成

１．プログラム言語はPython

２．ラズベリーパイのOSはLinux

３．動画での画像認識を想定し、モジュール
はOpenCV


